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強化学習アルゴリズムの最先端を理解する力が手に入る一冊

（メディア学大系 16）
メディアのための数学
－数式を通じた現象の記述－
渡辺大地・松𠮷 俊・大淵康成 共著
 ／A5判／2025年10月下旬刊行予定

（メディアテクノロジーシリーズ 11）
インタラクションデザイン
－生活・技術・人をつなぐデザインのかたち－
五十嵐悠紀 編著／A5判／216頁／定価3,740円

（シリーズ システム・制御のニューフロンティア C-1）
身体性知能とシステム・制御
大脇 大・福原 洸・増田容一 共著
 ／A5判／330頁／定価5,940円

ロボット工学ハンドブック（第3版）
日本ロボット学会 編／B5判／1,086頁／定価41,800円

代数学と符号暗号理論
－Pythonによる実装－
寺杣友秀 著／A5判／202頁／定価3,300円

強化学習の論文の理解に必要な知識を網羅し，研究者に広く利用
されている知識・手法を可能な限り解説。今後さらなる応用が期
待される強化学習アルゴリズムについて，自ら論文を読み，最新
の研究動向を理解する力を得ることを目指す。

強化学習アルゴリズム
長 隆之 著／B5判／252頁／定価4,840円
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